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“七夕豪雨クによる静岡市周辺の崩壊個所

と崩壊発生時までの積算雨量

木　宮　一　邦＊・長　島　　昭＊＊

MountainslidesCausedbyttTanabata”HeavyRainfall

andtheRelationshipwithAmountofRainfall

KazukuniKIMIYA＊and Akira NAGASHIMA＊＊

Sitesof429mountainslidesareplottedinthemap．87．7％ofthemountainslideswere

CauSed by the amount ofrainfallfrom150to399mm．The relation offrequency of

mountainslidestoamountofrainfallsis estimated．

1．まえがさ

昭和49年7月7日から8日にかけて静岡県下を

襲った集中豪雨は，静岡・清水平野にも多大の被害

をもたらした。被害は，長尾川をはじめとする中小

河川の氾らんによる被害と，山くずれによる被害と

に大別できる。ここでは，後者の山くずれによる被

害の調査結果にしぼり，その発生個所を報告すると

ともに，発生時刻のわかったものについては，その

時までの積算雨量を推定し，崩壊との関連を考察し

た。この研究を行うにあたって，静岡気象台，静岡

県土木部，国鉄，静岡市，清水市等の関係各位から

資料を提供していただいた。ここに記して感謝の意

を表わす。また，研究費の一部として文部省科学研

究費（自然災害特別研究）を使用した。

2．崩壊個所

崩壊個所の調査は，調査範囲内の道路と谷を実際

に目‾で確かめながら歩いて行った。調査結果は，図

－1，2，3に示すように1／2．5万地形図に崩壊個所

をもれなく記入して示した。これによると，崩壊個

所は静岡市街地の北方山地において42ヶ所，西方山

地において77ヶ所，有渡山塊において310ヶ所，計

429ヶ所が認められた。これらのうちには，死者を出

したり家屋を壊したりしたもの，谷の奥で起ったた

めそれほどの直接被害のないもの，崩壊土砂量の大

きいもの，小さいもの等種々のものが含まれている。

また，崩壊の形式も表層のみが滑ったもの，岩盤まで

滑り深くえぐられているもの，ガリー状侵食のもの

等が含まれているが，ここではそれらの区別につい

ては一切ふれないことにし，ただそれらの位置を正

確に示すにとどめる。また，地質のちがいによる崩

壊発生瀕度，雨量の多少による崩壊発生瀕度などの

検討結果は別に報告することにして，やはりここで

はふれないことにする。

3．発生時刻のわかった崩壊個所

調査地域内およびその周辺でかなり正確に発生時

刻のわかっているものは58ヶ所だけである。しか

し，調査範囲外の清水市内の山地の崩壊個所で発生
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図1　有渡山塊の山崩れ個所

時刻のわかったものが7ヶ所あるので，これを含め

た計65ヶ所の崩壊個所について積算雨量との関係

を検討した（表－1）。このうち主なものを簡単に説

明する。

（∋　市街の北に続く浅間神社の裏山の膿機山（浅間

山，140．1m）の東斜面には山崩れが多く発生し，

中でも丸山町27に発生したものは，静岡鉄道のリフ

ト下の蜜柑畑が7日23時10分頃高さ90m，幅80

mにわたって崩れ，死者8人，負傷者4人，全壊家

屋4戸などの被害をだした（表一1のno．7）。

（診　頗機山の西斜面でも東斜面にくらべて数は少な

いが山崩れが発生し，中でも松富上組855で8日1

時30分頃，蜜柑畑が高さ50m，幅70mにわたって

崩れ，同時に鉄砲水を伴ない，死者7人，負傷者1

人，全壊家屋4戸，半壊家屋1戸の被害をだした

（no・26）。

③　市街地の東端近くの谷津山（108．1m）の東部

の愛宕神社の南斜面下の長沼で8日2時30分ごろ

茶畑が高さ30m，幅15mにわたって崩れ，死者2

人，負傷者2人，全壊家屋2戸などの被害をだした

（no．6）。

④　静岡・清水両市の境界の県文化センター西側

（有渡山北西部）の石積みの遊歩道が8日3時頃，

高さ50m，幅15mにわたってくずれ落ち，下にあっ

た民家を押しつぶし，死者2人，全壊家屋1戸をだ

した（no．4）。
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図3　静岡市街西方山地山崩れ個所
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．番号 日 時　 刻 発生場所
発生時刻

の積算雨量
番号 日 時　 刻 発　生場 所

発生時刻

・の積算雨量

1 8 2 ：00 中　　 平　　 松 210 m m 3 4 8

8

8

8

8

8

8

8

2：00 遠　 藤　 新　田 85 0 m m

2 8 1 ：30 中　　 平　　 松 18 0 3 5 2．：0 0 遠 藤 新 田

建 穂

千 代

新 聞

大 原

大 原

産 女

産 女

吉 津

360

3 8 1 ：3 0 安　　　　　 居 18 0 8 6 1 ：0 0 3 10

4 8 3 ：0 0 谷　　　　　 田 32 0 3 7 2 ：0 0 35 0

5 8 0 ：15 南　　 沼　　 上 23 0 3 8 1 ：0 0 3 10

6 8 2 ：3 0 長　　　　　　 沼 34 0 3 9 0 ：0 0 2 60

7 7 23 ：10 丸　　 山　　 町 15 0 4 0 4 ：0 0 4 60

8 8 3 ：80 大　 岩　 本　 町 4 10 4 1 1：00 30 0

9 8 1 ：30 大 岩三丁　目 8 10 4 2 8 2 ：0 0 35 0

1 0 8 0 ：30 南 2 50 4 3 7 23 ：3 0 220

1 1 7 2 3 ：50 南 21 0 4 4 8 0：0 0 吉　　　　　 津 250

12 8 0 ：0 0 南 2 2 0 4 5 8 2 ：80 飯　　　　　 間 370

13 8 3 ：3 0 南 4 00 4 6 8 3 ：0 0 手　　　　　 越 310

14 8 2 ：0 0 南 34 0 4 7 8 3 ：0 0 向　　 敷　　 地 82 0

15 7 2 3 ：4 0 南 190 4 8 8 0 ：0 0 向　　 敷　　 地 170

16 7 22 ：30 南 1 1・0 4 9 8 3 ：0 0 向　　 敷　　 地 34 0

17 7 23 ：50 南 2 10 5 0 8 1：0 0 向　　 敷　　 地 230

18 7 2 8：3 0 南 1 60 5 1 8 1：0 0 丸　　　　　 子 230

19 7 23 ：00 池　　 ケ　　 谷 13 0 5 2 8 1：0 0 丸　　　　　 子 210

2 0 8 1 ：0 0 北 2 80 53 8 1 ：0 0 丸　　　　　 子 23 0

2 1 7 2 3 ：3 0 北 170 5 4 8 1 ：0 0 丸　　　　　 子 22 0

22 7 2 2 ：30 昭　　 府　　 町 120 5 5 8 1：00 丸　　　　　 子 22 0

2 3 8 1：00 昭　　 府　　 町 300 5 6 8 1：0 0 丸　　　　　 子 230

2 4 8■ 1：0 0 福　 田　 ケ　 谷 290 5 7 8 1：0 0 大　　 和　　 田 150

2 5 8 1：00 福　 田　 ケ　 谷 290 5 8

5 9

8

7

1：0 0

22 ：15

丸　 子

高瀬 一和田島

23 0

130

2 6 8 1 ：3 0 松　 富　 上　 組 320

2 7 8 2 ：0 0 下 8 5 0

2 8 8 1：00 下 2 90 6 0 7 22 ：4 8 今　　　　　 泉 90

2 9 8 0 ：30 牛　　　　　 妻 260 6 1 7 2 8 ：57 下　 伊　 佐　 布 190

3 0 8 3 ：00 牛　　　　　 妻 380 6 2 7 2 3 ：5 7 杉　　　　　 山 190

3 1 7 2 2 ：30 内　　　　　 牧 150 6 3 8 3 ：3 6 増 850

3 2 8 0 ：3 0 遠　 藤　 新　 田 260 6 4 8 3 ：5 2 日本平病院入口 350

33 8 1：0 0 遠　 藤　 新　 田 8 10 6 5 8 3‾：57 駒　　　　　 越 350

表1　　　山崩れ発生時刻と積算雨量

1～58は静岡市、59～65は清水市
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囲4

図4　総雨量図1974．7．7．9時－7．8．9時

図6　積算雨量と山崩れ発生関係　7日23時

図5　積算雨量と山崩れ発生関係　7日22時

図7　積算雨量と山崩れ発生関係・8日0時
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図8　積算雨量と山崩れ発生関係　8日1時

図10　積算雨量と山崩れ発生関係　8日3時

図9　積算雨量と山崩れ発生関係　8日2時

図11積算雨量と山崩れ発生関係　8日4時
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4．崩壊発生時刻における積算雨量

調査範囲近傍の降雨量記録は，表2に示す19ヶ所

である。各々の記録をみると，場所によりかなり雨

の降り方がちがうようである。例えば，総雨量の

みをとっても，508mmを記録した静岡市曲金の静

岡地方気象台からわずか2．6kmしか離れていない

同市大谷の静岡大学教育学部では100mm　も少な

い400mm，8．5km離れた同市石部の大崩観測所で

は約半分の265mmしか降っていない。よって，崩壊

個所に降雨記録がないからといって，従来のように

何キロも離れた降雨記録をそのまま使って議論する

のはやや問題がある。そこで，崩壊個所の積算雨量

は，時間毎の積算等雨量線図を描くことにより，図

上で求めることにした。図5から図廿1に22時か

ら4時までの構算等雨量線図を示した。なお，65ヶ

所の崩壊個所を発生時刻に最も近い時刻の積算等雨

量線図中に示すことにより，崩壊発生時刻の積算雨

量の傾向がわかるようにした。

5．考察

65ヶ所での崩壊発生時刻の積算雨量を図12お

よび表3に示す。50－99mmでは1ヶ所，100

－149mmでは4ヶ所であったものが，150mmを

過ぎると急に多くなり，350－399mmまで崩壊発生

が頻繁と続く。さらに積算雨量が多くなり，400mm

を越えると崩壊個所は急に少なくなる。積算雨量が

多くなるにつれて崩壊個所が多くなるのは当然であ

るが，400mmを越えてから急に少なくなるのは次

の理由によるものと思われる。450－499mmでの崩

壊個所が少ないのは，図4に示すようにそもそも

450mm以上の雨域が少ないのでこれは当然であ

る。400－449mmの雨域は調査地城の大部分を覆っ

ているので，上記の理由はあてはまらない。この場

合は，積算雨量が3鮒mmになるまでに地下水圧が

完全に飽和状態となり，崩壊すべき個所はほとんど

崩壊してしまったために起った現象であろう。すな

わち，400mm以上の雨は崩壊後に降った雨で，これ

により新しく崩壊を起こす事はなかったわけであ

る。仮に600mm，700mmの降雨があったとして

も，これ以上の崩壊はほとんど起こらなかったと思

われる。

数

0　　　－∞　　200　　300　　如○　　如

積　算　雨　量

図12　山崩れ発生時刻の積算雨量

表3　崩壊発生時刻の積算雨量と1ヶ所当りの斜
面長

債 算 雨 量 、 崩 壊 個 所
累　 積

百 分 率

1 ヶ 所 当 り

の 斜 面 長

斜 面 長 l E血当

り の 崩 壊 致

　　 7肌
5 0 － 9 9 1

1 ．5 ％ 　　 7†乙
1 8 7 0 0 0 ．0 5

1 0 0 － 1 4 9 4 7 ．7 3 7 0 0 0 ．3

1 5 0 － 1 9 9 1 1 2 4 ．6 1 2 0 0 0 ．8

2 0 0 － 2 4 9 1 4 4 6 ．2 6 5 0 1 ．5

2 5 0 － 2 9 9 9 6 0 ．0 5 0 0 2 ．0

3 0 0 － 3 4 9 1 3 8 0 ．0 3 5 0 2 ．9

3 5 0 － 3 9 9 1 0 9 5 ．4 3 0 0 3 ．3

4 0 0 － 4 4 9 2 9 8 ．5 2 9 0 8 ．4

4 5 0 － 4 9 9 1 1 0 0 ．0 2 8 0 3 ．6

調査範囲内の斜面の長さをカルビメーターを使っ

て測定すると全部で約120kmになった。よって，今

回の集中豪雨により斜面約280mにつき1ヶ所の山

崩れが起ったことになる。表3で示した65ヶ所の崩

壊時刻積算雨量の分布が，．429ヶ所のそれと同じで

あると仮定するならば，次の様なこの地域での崩

壊発生予測を行うことができる。すなわち，表3

に示すように，積算雨量1（カー149mmの雨が降っ

た場合には，斜面長280mの間で山崩れが起る確率

は7．7％であり，150－199mmの雨が降った場合

は，24．6％である（以下同じ）。また，100－149mm

の雨が降った場合には，斜面長3650mに1ヶ所の割

りで山崩れが起り，150－199mmの場合には斜面長
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1150mに1ヶ所の割合で…・以下同じ…・山崩れ

が起るとも言える。

ただ，降雨があっても実際に地下水圧が上昇する

のにはいくらかの時間差があるので（木宮；1972，

1975）崩壊時刻での積算雨量と崩壊を起すまでに

地下水圧を上昇させた降雨量とはいくらかのずれが

ある。このずれがどの程度であるかは現在研究中で

あるが，表3で示した確率は途中で雨が止んだ場

合には，より高くなる可能性がある。すなわち，199

mmの降雨で雨が止んだ時には，斜面長280mの間

で山崩れが起る確率は24．6％以上であると言える。
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